
　　　　

令和７ 年 2 月 14 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童発達支援事業所 空と虹のなーさりぃ 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
法　人：一人ひとりの思いを大切に。
事業所：お子様とご家族が安心して楽しく過ごせるように個性を尊重し寄り添い、一人ひとりに合わせた療育を目指します。

支援方針
お子様一人ひとりの個性や特性に応じた対応をしながら、小さなことも認め褒めることで意欲を引きだし「やってみよう」「できた」という自信や自己肯定感の
向上につながるように支援します。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・発達過程、特性等に配慮し小さなサインでも心身の変化に気づけるよう、きめ細やかな観察を行います。
・睡眠、食事、排泄、衣服の着脱、身の回りを清潔にする等の生活に必要な基本生活習慣の習得と、生活リズムを身につけられるよう支援します。
・手洗いや消毒などの感染防止に関するサポートをします。

・歩く、走る、ジャンプ、ケンケン、ボール投げ、体操など運動遊びを通して体の動かし方、体を動かすことの楽しさを感じながら、姿勢と運動・動作の向上のサポートをしま
す。
・はさみ、折紙、ブロック、粘土や工作等の活動から手指の感覚や力加減など微細運動の発達をサポートします。
・音楽(リトミックなど)に合わせて体を動かし、聴きとる力やリズム感、表現力や豊かな感性を育めるように支援します。
・自然や季節を感じる活動を取り組むことで経験を増やして感情や情緒を育むことに努めます。

・一日のスケジュールを視覚的にわかりやすく表示し、情報を適切に処理できるように支援します。
・時計を使用し、時間の意識や経過、生活における時間管理ができるようにします。
・製作活動を通して、物の機能、形、色、感触等の概念の形成ができる活動を提供します。

・コミュニケーションの手段として、言語のみならず、絵カード、身振り、指さしなどを用いて意思表出のための支援を行います。
・関わりあそび・体験を通して、具体的な物事や体験と言葉の意味を結びつける等、言葉の習得ができるように支援します。
・小人数の関わりの中で、相手の考えや思いを理解したり、自分の考えを伝えるなどの、言葉を受容し表出できるように支援します。

・子供との信頼関係を育み、子供の不安や感情に寄り添い、安心して過ごせる環境や他児と安定した関係を継続するための支援を行います。
・集団活動の中で、集団に参加するための手順やルールが理解できるように支援します。
・一人遊びから協同遊びへと移行することにより、役割やルールなど社会生活に必要な支援を行います。
・活動を通して、他者とのやり取りの場を提供し、職員が間に入り援助、支援をします。

主な行事等
季節の行事（節分、お花見、七夕、ハロウィン、クリスマス、正月等）
調理実習、買い物学習活動、外出活動、誕生会、卒業を祝う会等
防災訓練(避難訓練、消火訓練）

家族支援

・降所時に事業所での活動や生活の様子を伝え相談援助をします。
・お子様の発達上の気づきについて促し、ご家庭と連携して支援に取り組みま
す。
・ご家庭での困っている場面、兄弟姉妹への相談援助を行い、ご家族が時間や
心のゆとりが持てるようにサポートします。

移行支援

・幼稚園、保育所等や関連機関と情報交換や担当者会議等を行い連
携し、ライフステージに合わせた(進級、就学等)支援をします。
・インクルーシブの観点から地域の公共施設(図書館、公園等)を活
用し活動を行います。

地域支援・地域連携
・相談支援員や他事業所等の関係機関と連絡をとり会議等を行い、情報共有し
ます。
・地域の公共施設や保育園、老人施設等との交流を促進していきます。

職員の質の向上

・職場内外研修、こどもの特性に応じた対応など、職員一人ひとり
の資質向上に努めていきます。
・虐待防止(身体拘束)、感染症および食中毒、事業継続計画(ＢＣ
Ｐ)、消防訓練等の研修を行います。


